
外国人住民の日本語学習に関する調査（日本語教室）

◆日本語教室の概要について

※回答数　１０２教室

問１ 主催団体（複数回答あり）

問２　国籍別学習者数

総数 3,169人

（内訳）　 中国 1052 33.2%

ベトナム 696 22.0%

フィリピン 249 7.9%

韓国 67 2.1%

ブラジル 60 1.9%

ネパール 100 3.2%

ペルー 52 1.6%

タイ 94 3.0%

台湾 102 3.2%

インドネシア 136 4.3%

その他 561 17.7%

問３　スタッフ数

日本語指導スタッフ 1,619人

（内訳）　
A：日本語教育に関する専門講
座を修了した者

187 11.6%

B：日本語教育能力検定試験に
合格した者

55 3.4%

C：その他 761 47.0%

（不明） 616 38.0%

※複数の団体で主催している教室があ

るため、合計は教室数と一致しない。

①市町村 15, 

13.1%

②国際交流協会, 22

19.2%③民間団体・ボラン

ティアグループ,65

65.7%

④個人, 2

2%



◆活動内容について

問４　日本語学習について、特に重視して取り組んでいるものは何ですか。（１つのみ回答）

問５　教室には、終了（卒業）の基準がありますか。（１つのみ回答）

問６　日本語指導スタッフのスキルアップのために有益と思われるものは何ですか。（１つのみ回答）
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①日本語の日常会話中心

⑤生活に必要な日本語

②日本語の読み書き中心（文字、文章、作文）

④日本語能力試験対策（N1・N2・N3・N4・N5）

③日本語の文法中心

⑥ビジネスマナーや就職に必要な日本語
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①ない。学習者が希望する限り受講できる。

②受講期間を定めている。

③一定の修了基準に基づいて、卒業としている。
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②行政又は国際交流協会主催の研修

①スタッフ研修用の教材、マニュアル

④他団体等（他日本語教室、大学、

日本語学校等）との連携

③他団体等（他日本語教室、大学、

日本語学校等）からの支援・協力

⑤その他
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問７　日本語指導スタッフに求める能力や姿勢などについて、重要なものは何ですか（３つまで回答）

問８　教室の運営などで困っていることはありますか。（３つまで回答）

◆今後について
問９　今後、日本語教室が担っていく役割で重要と思われるものは何ですか。
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⑤外国人と信頼関係を築ける

⑥熱心さ

③外国人や多文化共生についての知識

②日本語を教えた経験の豊富さ

⑦その他

④日本語以外の語学力

①日本語教師の資格
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0 10 20 30 40 50 60

⑦学習者数の増減への対応が困難

⑤学習者が長続きしない

②日本語指導スタッフが不足している

⑧その他

①教室の場所の確保が難しい

④教材が不足している

⑥学習者が増えない・募集方法が分からない

⑨特に困ることはない

③日本語指導スタッフが長続きしない
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外国人の学習を支援する役割

日本人と外国人、または外国人同士の相互理解を促す役割

外国人と地域コミュニティ（自治会、PTAなど）をつなぐ

役割



問１０　今後、企業から研修生の受け入れを頼まれた場合どうしますか。

（１）受け入れるを選んだ方（複数可）

（２）受入不可能を選んだ方（複数可）

問１１　今後、地域の日本語教室について行政に期待することは何ですか。（３つまで回答）
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⑦
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30.9%

63

58

33

32

31

20

20

61.8%

56.9%

32.4%

31.4%

30.4%

19.6%

19.6%

0 10 20 30 40 50 60 70

①日本語指導スタッフの養成や研修の充実

⑤日本語教室の運営や講座内容を充実させるための支援

②日本語指導教材の配布

④体系的に日本語を学ぶ仕組みづくり

③教室の広報・ＰＲ

⑥他団体（他日本語教室や外国人を雇用する企業等を含む）

との連携の橋渡し（コーディネート）

⑦その他
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A無条件で受け入れ可能

Bテキスト代・会場費などの財政的な支援

があれば受け入れる

C 3人以内なら可能

Dその他
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Aボランティアが不足

B受け入れ企業で、考えてほしい

Cその他


